
　
記
念
式
典
で
は
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
作
家
の
堀
川
惠
子
さ
ん

に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
堀
川
さ
ん
は
、
三
原
市
生
ま

れ
で
１
９
８
８
年
総
合
科
学
部

入
学
、
外
国
語
コ
ー
ス（
英
語
）

履
修
。
92
年
広
島
テ
レ
ビ
放
送

に
女
性
初
の
報
道
記
者
と
し
て

入
社
し
、
原
爆
・
行
政
・
経
済

問
題
な
ど
を
取
材
。
２
０
０
４

年
に
独
立
し
て
上
京
。

　
12
年
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
中
心
に

テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を

手
が
け
、
放
送
ウ
ー
マ
ン
賞
、放

送
人
グ
ラ
ン
プ
リ
、
ギ
ャ
ラ
ク

シ
ー
賞
大
賞
な
ど
を
受
賞
。

　
13
年
以
降
、
執
筆
に
専
念
し
、

「
死
刑
の
基
準
」で
講
談
社
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
、「
原
爆
供
養

塔
」
で
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
賞
。21
年
に
は「
暁
の
宇

品
～
陸
軍
船
舶
司
令
官
た
ち
の

ヒ
ロ
シ
マ
」（
講
談
社
）
で
大
佛

次
郎
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
１
９
７
４
（
昭
和
49
）年
に
創
設
さ
れ
た
広
島
大
学
総
合
科

学
部
は
２
０
２
４
（
令
和
６
）年
に
満
50
年
を
迎
え
ま
す
。
学

部
と
同
窓
会
は
８
月
10
日
（
土
）午
後
４
時
か
ら
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島
（
中
区
中
町
）で
記
念
行
事
を
開
き

ま
す
。
家
族
も
一
緒
に
ど
う
ぞ
多
数
の
参
加
を
ー
。

　
総
合
科
学
部
同
窓
会
は
、
学

部
創
立
７
年
後

の
１
９
８
１
年

に
発
会
し
、
現

在
の
会
員
は
約

８
千
人
。
年
１
回
の
会
報
発
行
、

５
年
に
１
度
の
名
簿
発
行
を
続

け
、
現
役
学
生
に
職
業
紹
介
セ

ミ
ナ
ー
を
開
く
な
ど
交
流
も
重

視
し
て
い
ま
す
。
理
事
会
は
、前

延
国
治
会
長
（
写
真
・
東
広
島
市

副
市
長
、
１
９
８
６
年
入
学
・
環

境
科
学
コ
ー
ス
）
を
含
め
27
人

（
う
ち
15
人
は
広
島
大
教
員
）で

運
営
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　◆総合科学部関係年表◆　　　
　1949年　旧制広島高などを包括し広島大学設置（3月16日）
　1969年　教養部学友会スト▼教養部改革委設置（２月）
　1972年　総合科学部設立推進・準備委設置（９月）
　1974年　総合科学部設置（6月7日）▼入学式（7月8日）
　1978年　１期生78人卒業（３月）▼大学院（地域研究、環境科
学研究　修士）設置（４月）
　1981年　総合科学部同窓会発会式（５月３日）
　1984年　学部創立10周年記念式典（６月）
　1987年　４コース制から７コース制へ（４月）▼岡本哲彦
学部長学部葬・追悼の会（９月）
　1993年　東広島キャンパスに移転（1-3月）
　1996年　学部創立20周年記念式典・20年史発行（6-7月）
　2000年　８コース制から６プログラム制へ（４月）▼総合
科学部後援会発足（４月）
　2004年　学部創立30周年記念式典（6月）同窓会大会（8月）
　2009年　学部創立35周年記念同窓会大会（８月）
　2013年　３領域制（人間、自然、社会）
　2014年　学部創立40周年記念式典・同窓会大会（８月）
　2018年　国際共創学科（ＩＧＳ）新設（４月）
　2024年　学部創立50周年

　
記
念
行
事
は
、
午
後
４
時
か

ら
式
典
と
記
念
講
演
▽
午
後
６

時
か
ら
同
窓
会
大
会
・
祝
賀
会

を
開
き
ま
す
。
歴
代
学
部
長
は

じ
め
新
旧
の
恩
師
、
職
員
の
ほ

か
各
界
の
来
賓
や
現
役
学
生
に

も
参
加
い
た
だ
き
ま
す
。

　
総
科
な
ら
で
は
の
多
彩
な
分

野
で
活
躍
す
る
先
輩
や
仲
間
た

ち
と
の
大
い
な
る
異
業
種
交
流

の
場
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の

機
に
合
わ
せ
て
同
期
会
を
企
画

し
た
り
、
久
々
の
キ
ャ
ン
パ
ス

や
元
キ
ャ
ン
パ
ス
巡
り
を
楽
し

ん
だ
り
し
て
は
い
か
が
。

　
同
窓
会
で
は
、
総
科
を
誕
生

さ
せ
た
大
先
輩
た
ち
の
物
語
を

ま
と
め
た
映
像
番
組
を
制
作

し
、
上
映
す
る
予
定
で
す
。
半

世
紀
前
、
大
学
改
革
の
嵐
の
中

で
新
し
い
学
部
の
創
設
に
心
血

を
注
い
だ
大
先
輩
た
ち
を
改
め

て
見
つ
め
直
し
ま
す
。

　
●
広
大
創
立
75
＋
75
年

　
２
０
２
４
年
は
、
広
島
大
学

の
創
立
75
年
と
、
さ
ら
に
前
身

の
官
立
広
島
師
範
学
校
「
白
島

学
校
」
の
創
立
１
５
０
年
で
す
。

こ
の
た
め
大
学
で
は
「
創
立
75

＋
75
」
と
し
て
寄
金
を
募
り
、

記
念
事
業
を
相
次
い
で
開
き
ま

す
。
総
科
50
年
も
一
環
で
す
。

　
同
窓
会
は
、
総
科
創
立
に
力

を
尽
く
し
た
今
堀
誠
二
・
初
代

学
部
長
（
１
９
１
４
～
92
年
）を

顕
彰
す
る
「
今
堀
誠
二
賞
」の
創

設
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
総
科
に
は
岡
本
哲
彦
・
元
学

部
長
の
遺
族
の
寄
付
に
基
づ
く

「
岡
本
賞
」（
１
９
８
９
年
度
創

設
）
が
あ
り「
学
業
、
人
物
と
も

優
秀
な
者
に
授
与
」
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
堀
賞
は
、
新
し
い
学

部
、
学
問
を
切
り
拓
い
た
パ
イ

オ
ニ
ア
精
神
あ
ふ
れ
る
創
造
的

活
動
を
称
え
励
ま
そ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
50
周
年
を
機
に
賞

の
理
念
を
固
め
、
寄
付
金
を
集

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
堀
先
生
は
中
国
・
ア
ジ
ア

研
究
者
と
し
て
学
術
会
議
会
員

に
選
ば
れ
、
外
務
省
外
交
問
題

懇
談
会
委
員
と
し
て
政
府
の
ブ

レ
ー
ン
を
務
め
、
平
和
研
究
・
運

動
家
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。「
総
合
科
学
こ
そ
時
代
の
先

端
」「
ノ
ー
ベ
ル
賞
め
ざ
せ
」
と

学
生
や
教
職
員
を
励
ま
し
、
新

学
部
を
引
っ
張
り
ま
し
た
。

　
後
に
広
島
女
子
大
学
長
も
務

め
ま
し
た
。


